
 

物  質  名 ジメチルアミン ＤＢ－29 

別  名 － 構 造 式 

 

CAS 番号 124-40-3 

PRTR 番号 第 1 種 218 

化審法番号 2-134 

分子式 C2H7N 分子量 45.09 

沸点 6.8℃1)
 融点 －92.2℃1)

 

蒸気圧 1.52×10
3 
mmHg (25℃、外挿値) 

2)
 換算係数 1 ppm = 1.84 mg /m

3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） －0.38（実測値）3)
 水溶性 1.63×10

6
 mg/L (40℃、実測値) 

4)
 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 ラット 経口 LD50 698 mg/kg
 5)

  

 マウス 吸入 LC50 4,725 ppm (8,690 mg/m
3 

) (2 hr) 
5)

  

 ラット 吸入 LC50 3,000 mg/m
3
 (2 hr) 

5)
  

 ラット 吸入 LC50 4,540 ppm (8,350 mg/m
3 

) (6 hr) 
5)

  
 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、0.2％の濃度で 9 ヶ月間飲水投与して肝臓の酵素活性等を調べた試験で、0.2％

群では脂質過酸化が起こり、リソソーム酵素活性の有意な上昇を認めた 6) 。 

・雄ラットに本物質の塩酸塩 0、110、220 mg/kg/day を 30 日間強制経口投与して、肝臓、腎

臓等を調べた結果、110 mg/kg/day 以上の群で肝臓、腎臓への影響はなかった 7) 。この結果

から、NOAEL を 220 mg/kg/day（本物質に換算：190 mg/kg/day）とする。 

・ラット、モルモット、ウサギ、イヌ、サルに 0、9 mg/m
3 を連続 90 日間吸入させた結果、9 mg/m

3

群では、全動物種の肺で間質組織の軽度の炎症性の変化、ウサギ及びサルで気管支の拡張が

みられたが、本物質との影響とは確定できなかった。血液検査結果等で異常はなかった 8)。 

・ラット及びマウスに 0、10、50、175 ppm（0、18、92、320 mg/m
3）を 2 年間（6 時間/日、5

日/週）吸入させた結果、ラットでは 10 ppm 以上の群の鼻腔で濃度に依存した呼吸上皮及

び嗅上皮の変性、175 ppm 群で試験期間を通した体重増加の抑制を認めた。マウスでは 10 

ppm 以上の群の鼻腔で濃度に依存した嗅上皮の変性、50 ppm 以上の群で呼吸上皮の変性、

175 ppm 群で試験期間を通した体重増加の抑制を認めた。また、ラット及びマウスの 10 ppm

以上の群で濃度に依存した嗅覚神経の変性もみられた 9, 10) 。この結果から、ラット及びマ

ウスの LOAEL を 10 ppm（ばく露状況で補正：3.3 mg/m
3）とする。 

生 殖・発 生 毒 性 

・183 ppm を 18～20 週間（7 時間、5 日/週）吸入させたウサギ、97 ppm を 18～20 週間（7 時

間、5 日/週）吸入させたサルで精細管の変性がみられたとの報告 11) があるが、これらの組

織標本を再評価した結果、疑わしい結果とされた 12) 。 

・経口投与または吸入ばく露の試験ではないが、腹腔内投与の知見があったため、参考として

以下に示した。 

マウスに 0、14、45、135 mg/kg/day を妊娠 8 日に腹腔内投与した結果、14 mg/kg/day 以上の

群の母親及び胎仔に影響はなかった 13) 。また、マウスに 0、0.25、1、2.5、5 mmol/kg/day



を妊娠 1 日から 17 日まで腹腔内投与した結果、0.25 mmol/kg/day 以上の群の母親及び仔に

影響はなかった 14)。 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼、気道を重度に刺激する。眼に入ると発赤、痛み、かすみ眼、本物質の液体に触れると皮

膚の凍傷、吸入すると灼熱感、咳、咽頭痛、頭痛、息苦しさ、息切れを生じる。高濃度を吸

入すると、肺水腫を起こすことがある 15)。 

・本物質の水溶液は眼、皮膚に対して腐食性を示す。経口摂取でも腐食性を示す。眼に入った

り皮膚に付くと、発赤、痛み、重度の熱傷等、経口摂取すると、腹痛、灼熱感、ショック/

虚脱、吸入すると灼熱感、咳、咽頭痛、頭痛、息苦しさ、息切れを生じる 16)
 。 

・本物質の臭気閾値として 0.006～1.6 ppm の範囲の報告があるが、信頼性の高い値は 0.047～

0.34 ppm である 12) 。 

・工場内の本物質の濃度は、ドイツの製造工場では 0.65～18 ppm、アメリカの化学工場では

0.01 未満～34 ppm であり、いずれも場合も労働者による健康影響の訴えや体調不良の増加

はなかった 
17, 18)

 。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH
19)

 
TLV-TWA 5ppm (9.2 mg/m

3
) 

TLV-STEL 15 ppm (27.6 mg/m
3
) 

 

 日本産業衛生学会 20)
 10 ppm（18 mg/m

3）  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた本物質の塩酸塩の NOAEL 

220 mg/kg/day（影響のみられない最高用量）を採用し、本物質に換算して 190 mg/kg/day とし、

試験期間が短いことから 10 で除した 19 mg/kg/day を暫定無毒性量等として設定する。 

吸入ばく露については、ラット、マウスの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 18 mg/m
3

（ラット、マウスで鼻腔の嗅上皮、嗅覚神経の変性など）を採用し、ばく露状況で補正して

3.3 mg/m
3 とし、LOAEL であることから 10 で除した 0.33 mg/m

3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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